
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,105
男 2,882　女 3,099　　合計 5,981

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 544	（ 9.1％）	 15	〜 64 才	 3,373	（56.4％）
　【参考値】	 65	才以上	 2,064	（34.5％）

一年生紹介

７月28日（日）、新荘小学校校庭において、新荘
夏まつりが開催されました。前日から続いた雨も
朝方に上がり、午後には快晴の夏まつり日和りと
なりました。
15：30から開会式、一年生紹介に続き、各テ
ントにおいて、11の恒例の模擬店と８つのゲーム

新荘の火誕生！－茨城国体炬火イベント

←水商チア・ダンス

コーナーが開き、アトラクションとして、茨城国
体炬火イベント、管楽合奏、チア・ダンス、民舞、
よさこい連、最後にフィナーレの花火が行われま
した。約2,400人の参加者が汗をかきながら日暮れ
まで和気あいあいと夏まつりを楽しみ、親睦を深
めました。

新荘小管楽合奏

主催者及び来賓の皆様↑
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第21回

新荘夏まつり
元気いっぱいの一年生
声高らかに挨拶

（令和元年７月１日現在）（令和元年７月１日現在）



来
る
10
月
27
日（
日
）、
新
荘
会
は
マ
ラ
ソ
ン
応
援
を
前
３
回
同

様
実
施
し
ま
す
。町
内
会
等
、多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
応
援
し
よ
う
‼

第
４
回　
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン

１
．
応
援
場
所　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前
～
神
応
寺
前
～
雷
神
宮
前

２
．
応
援
時
間　
（
南
町
２
丁
目
ス
タ
ー
ト
＋
２
分
～
）

　
　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン　
　
９
時
２
分
頃
～

　
　
　
３
㎞　　

９
時
27
分
頃
～

（
県
中
央
理
容
美
容
専
門
学
校
付
近
折
り
返
し
）

　
　
　
５
㎞　　

９
時
37
分
頃
～（
偕
楽
園
下
過
ぎ
折
り
返
し
）

第48号	 ときめき新荘	 2019年9月1日　（ 2 ）

新荘 まつり

賑わった夏まつり会場はまゆう会の華麗な民舞

水戸城東YOSAKOI連の元気あふれる演舞

人気抜群の焼き鳥夕食の定番　焼きそば柔らかい　もつ煮込み安くて美味しいアメリカンドッグ

絶品スイーツ ベルギーワッフルよく冷えたジュースとビール冷えた生ビール、市長毎度あり冷たくておいしい、かき氷

掘り出し物・激安のバザーコーナー面白いオセロゲーム

夏こそおいしい綿あめできたてのポップコーン

楽しい賞品の当たるくじびき

涼しいスーパーボールすくい

火起こし体験、炬火ブース

フィナーレの花火



新
荘
地
区
68
町
内
会
の
う
ち
57
町
内

会
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
平
成
30
年

度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
及
び
令
和

元
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
新
荘
会
の
一
部
改
選
及
び
社
会
福

祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
改
選
が
あ
り
ま

し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱
和
、
水

戸
市
歌
斉
唱
、
川
又
会
長
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
高
橋
市
長
は
じ
め
ご
来

賓
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
合
同
総
会
後
、
水
戸
市　

み

と
の
魅
力
発
信
課
長　

沼
田　

誠
氏
に

『「
概
説
・
谷
中
の
歴
史
」（
古
代
・
中
世
・

近
世
編
）』
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘

会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

の
合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
概
説
・
谷
中
の
歴
史
」

○
愛
宕
山
（
古
代
編
）

「
愛
宕
山
は
前
方
後
円
墳
」

愛
宕
山
古
墳
は
県
内
最
大
級
の

前
方
後
円
墳
で
、
国
指
定
の
史
跡

（
１
９
３
４
年
）で
す
。
祀
っ
て
い
る
の

は
建
借
間
命（
た
け
か
し
ま
の
み
こ
と
）

で
、
古
代
仲（
那
賀
）国
造
の
初
祖
で

す
。５
・６
世
紀
頃
、
大
和
国
か
ら
常
陸

国
に
飯
富
一
族（
多
氏
）が
東
の
荒
ぶ
る

賊
を
平
定
す
る
た
め
派
遣
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
戸
周
辺
に
は
、
保
和
苑
の

「
無
所
だ
め
」の
大
蛇
や
県
の「
く
れ
ふ

し
山
」の
蛇
伝
説
よ
う
に
蛇
を
生
か
そ

う
と
す
る
狩
猟
民
族
特
有
の
伝
説
や
、

「
木
葉
下
」（
あ
ぼ
っ
け
）の
よ
う
な
ア
イ

ヌ
語
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
水
戸
周
辺
に
、
農
耕
民
族
の
大
和

朝
廷（
建
借
間
命
）が
治
め
る
前
、
狩
猟

民
族
の
ア
イ
ヌ
人
が
住
ん
で
い
た
古
い

時
代
が
あ
っ
た
証
し
で
す
。

○
八
幡
宮
（
中
世
・
近
世
編
）

「
老
木
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
八
幡
宮
」

水
戸
八
幡
宮
に
は
樹
齢
７
百
年
の

銀
杏
が
あ
り
、
歴
史
は
古
い
。
水
戸
八

幡
宮
の
祭
神
は
、
佐
竹
時
代
、
水
戸
城

主
佐
竹
義
宣
に
よ
り
、
常
陸
太
田
市
に

あ
る
馬
場
八
幡
宮
か
ら
勧
請
さ
れ
た
神

で
、
水
府
総
鎮
守
と
し
て
鎮
斎
さ
れ
、

水
戸
城
西
八
幡
小
路（
現
在
北
見
町
）に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

徳
川
時
代
に
な
り
、
光
圀
公
の
命
に

よ
り
那
珂
西
村（
現
城
里
町
那
珂
西
）へ

移
遷
し
、
三
代
綱
條
公
の
時
代
、
氏
子

等
の
請
願
に
よ
り
現
在
の
白
旗
山
の
神

域
に
遷
座
し
ま
し
た
。
こ
の
際
、
白
鶴

一
羽
が
舞
い
降
り
て
神
域
を
卜
定
せ
し

め
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

○
桂
岸
寺
（
中
世
・
近
世
編
）

「
開
運
の
仏
は
二
十
三
夜
尊
」

桂
岸
寺
は
正
式
に
は
大
悲
山
保

和
院
桂
岸
寺
と
言
い
、
水
戸
谷
中
の

二
十
三
夜
尊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
桂

岸
寺
は
水
戸
家
附
家
老
中
山
家
三
代
信

治
が
二
代
信
政（
兄
）と
四
代
信
行（
子
）

の
菩
提
を
弔
う
た
め
建
立
し
ま
し
た
。

本
来
、
中
山
家
の
菩
提
寺
は
、
飯
能
市

の
智
観
寺
に
あ
り
ま
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ

桂
岸
寺
を
建
て
た
の
は
、
頼
房
公
亡
き

後
こ
れ
を
慕
う
兄
信
政
が
頼
房
公
の
墓

地
の
あ
る
瑞
龍
山
の
見
え
る
所
に
葬
れ

と
の
遺
言
を
残
し
た
こ
と
、
そ
し
て
信

治
の
後
を
継
い
だ
ば
か
り
の
子
信
行
が

急
死
し
、
こ
れ
ら
を
哀
れ
悲
し
む
あ
ま

り
、
小
松
寺（
城
里
町
）の
末
寺
を
譲
っ

て
も
ら
い
建
立
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
和
苑
は
、
光
圀
公
が
藩
内
の

乱
れ
を
正
す
た
め
、
儒
教
の
一
つ
「
易

経
」
の
中
か
ら
「
自
然
の
大
調
和
」
を

意
味
す
る
「
太
和0

を
保0

合
」
の
漢
語
を

引
用
し
名
付
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。（
そ

の
他
は
紙
面
の
関
係
で
省
略
）

講
師
は
、
独
自
の
視
点
で
水
戸
の
歴
史
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
す
。

今
回
は
、
古
代
～
近
世
に
お
け
る
谷
中

0

0

の
名
所
旧
跡
に
つ
い
て
水
戸
郷
土
か
る

た
、由
来
伝
説
な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
役
員

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
（
令
和
元
年
度
）

◦
総
務
自
治
部
長
（
事
務
局
長
）…

…
…

…

川
又　

健
志

社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
（
令
和
元
年
度
・
２
年
度
）

◦
支
部
長

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

青
木　
　

實

◦
副
支
部
長

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…

…
…

…袴
塚　

禮
子
、志
賀　

忠
勝
、笹
島　

隆
治
、飛
田
美
江
子

◦
理　
　

事

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…

…
…

…石
川　
　

徹
、川
又　

健
志
、近
澤　

博
子
、菊
池
か
ず
よ

…天
谷　
　

久
、松
枝　

道
子
、長
谷
川
泰
子
、塩
井　

雅
子

…仙
波　

雅
江
、岩
淵　

延
子
、中
沢　

英
子
、青
山　

道
隆

…鈴
木　

照
子
、大
津　

洋
子
、小
林　

邦
子
、佐
倉
冨
美
江

◦
会　
　

計

…
…
…
…
…
…

武
石
加
津
子
、高
木
ひ
ろ
子

◦
監　
　

事

…
…
…
…
…
…

湊　

弘
一
郎
、川
上　

利
通

来　

賓

◦
水
戸
市
長

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
橋　
　

靖
様

◦
水
戸
市
議
会
議
員

…
…
…
…
…
…
…

袴
塚　

孝
雄
様

◦
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

……

井
上　

利
昭
様

◦
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

…
…
…
…

細
谷　
　

潤
様

◦
末
広
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

…
…

石
堀　

和
雄
様

今
年
度
の
主
な
行
事

◦
新
荘
夏
ま
つ
り

…
…
…
…

７
月
28
日

◦
敬
老
会

…
…
…
…
…
…
…

９
月
16
日

◦
市
民
運
動
会（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…

10
月
20
日

◦
歩
く
会

…
…
…
…
…
…
…

11
月
17
日

◦
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
⑵

…
…

２
月
９
日

◦
新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

…

３
月
８
日

５
月
11
日

古
代
・
中
世
・
近
世
編

合
同
総
会

（ 3 ）　2019年9月1日	 ときめき新荘	 第48号

沼田　誠氏による歴史講演

高橋市長あいさつ

社会福祉協議会新荘支部の審議の様子

女性の会　支部長紹介



新
荘
ス
ポ
レ
ク
部
主
催

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で

明
治
中
期
か
ら
昭
和
中
期
頃
に
か

け
、
榎
本
坂
の
北
に
は
農
学
校
と
農

牧
場
、
西
は
谷
底
に
常
磐
線
と
水
田

が
広
が
り
金
魚
の
生
け
す
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
坂
は
、
岩
間
街
道
の

旧
道
で
あ
り
、
当
時
、
岩
間
街
道
は
、

大
工
町
方
面
か
ら
途
中
こ
の
坂
を
下

り
踏
切
で
常
磐
線
を
横
断
し
、
桜
山

の
裾
野
を
通
り
見
川
に
抜
け
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
常
磐
線
線
路
を
跨
ぐ

桜
山
橋
が
昭
和
34
年
に
開
通
し
新
道

が
整
備
さ
れ
る
と
同
時
に
、
旧
道
は

そ
の
役
割
を
終
え
行
き
止
ま
り
と
な

り
ま
し
た
。

坂
の
名
前
の
由
来
は
、
坂
の
入
り

口
付
近
に
、
大
き
な
一
本
の
榎
の
木

が
あ
り
、
こ
の
地
を
榎
本
と
呼
ん
で

い
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
榎
の
大
木
は
、
新
道
整
備
の
際
、

新
道
に
掛
か
っ
て
い
た
た
め
伐
採
さ

れ
ま
し
た
。

●
佐
竹
氏
慰
霊
の
遺
跡

新
道
と
旧
道
の
分
岐
点
（
歴
史
館

側
）
に
は
、
佐
竹
氏
秋
田
移
封
に
際
し

て
起
こ
っ
た
車
丹
波
の
守
の
乱
に
組

し
て
処
刑
さ
れ
た
一
族
の
馬
場
新
介

の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に
建
て
ら

新
荘
散
策

れ
た
と
い
わ
れ
る
小
さ
な
石
碑
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
の
墓
が
歴
史
館
内
坂

下
に
あ
り
よ
く
献
花
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
所
在
不
明
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
観
音
像

旧
道
分
岐
点
（
石
碑
が
あ
っ
た

場
所
）
に
子
安
観
音
、
榎
本
坂
坂
下

の
家
屋
の
奥
に
馬
頭
観
音
が
あ
り

ま
す
。
郡
司
さ
ん
の
二
代
目
亀
吉

さ
ん（
美
惠
さ
ん（
94
歳
）の
義
父
）

が
建
て
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
当

時
の
近
所
の
ひ
と
の
話
で
は
「
過

去
、
不
幸
な
こ
と
に
見
舞
わ
れ
て
、

な
ん
と
か
抜
け
出
た
い
と
い
う
念

願
か
ら
二
体
の
石
仏
を
建
て
ら
れ

て
、
お
祀
り
し
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。」
と
伝
わ
り
ま
す
。
現
在
で

も
、
郡
司
さ
ん
が
欠
か
さ
ず
参
拝

し
、霊
を
弔
っ
て
ま
す
。

昔
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
偕

楽
園
や
歴
史
館
公
園
へ
の
別
の
散

歩
道
と
し
て
榎
本
坂
を
往
来
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

元
山
町
の
榎
本
坂
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
坂
道
は
、
県
立
歴
史
館
南

側
の
岩
間
街
道
（
旧
水
戸
農
業
学

校
本
館
裏
近
く
）
か
ら
分
岐
し
た

下
り
坂
で
、
下
っ
た
先
は
、
常
磐
線

に
よ
り
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
ま

す
が
、
途
中
梅
林
坂
を
上
っ
て
偕

楽
園
表
門
に
、
あ
る
い
は
偕
楽
園

西
門
、
歴
史
館
公
園
（
蓮
池
）
に
通

じ
て
ま
す
。

●
榎
本
坂
の
由
来

榎
本
坂
は
、
年
代
不
詳
で
す
が

佐
竹
氏
の
時
代
に
は
存
在
し
た
と

言
わ
れ
て
ま
す
。

砂久保花の会

㈱吉田石油水戸ＳＳ

・砂久保花の会
・馬口労町１丁目町内会
・緑町会
・㈱吉田石油水戸SS
・栄町1丁目
・新荘小学校

審 査 対 象 花 壇

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
神
尾
和
子

編
集
部
委
員

決勝戦投球

５
月
19
日（
日
）午
前
、
今
年
度
１
回
目

の
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

42
名
が
参
加
し
、
14
チ
ー
ム
に
よ
り
１

チ
ー
ム
２
～
４
試
合
の
和
気
あ
い
あ
い

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

優
勝　
長
谷
川
・
竹
貫
・
相
沢
チ
ー
ム

二
位　
龍
崎
・
袴
塚
㊛
・
武
石（
加
）チ
ー
ム

三
位　
山
部
・
三
宅
㊛
・
高
木
チ
ー
ム

結
果

和
気
あ
い
あ
い

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
主
催
す
る
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
が
７
月
中
旬
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
地
区
か
ら
は
町
内
会
の
部
で
砂
久

保
花
の
会
が
優
良
賞
、
職
域
の
部
で
㈱
吉

田
石
油
水
戸
Ｓ
Ｓ
が
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。
表
彰
式
は
８
月
23
日
、
水
戸
市
役

所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第48号	 ときめき新荘	 2019年9月1日　（ 4 ）

榎え

の

き

も

と

ざ

か

本

坂

坂
シ
リ
ー
ズ
（
2
）

好文亭表門

梅林坂

岩間
街道

岩間街道
好文
亭表
門通
り

池

榎本坂

青少年会館

桜山橋

桜山
（護国神社） 偕楽園

常磐線
（赤塚方面）

（旧水戸農業学校）

西門

県信用組合

県立歴史館
至50号線

榎本坂周辺地図

ありし日の榎の大木（郡司さん提供）

榎本坂　上方向が岩間街道、右が梅林坂

6
月
25
日　

新
荘
地
区

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会


